
平成28年度PPP/PFIに関する支援 地域プラットフォーム形成支援
【盛岡市官民連携プラットフォーム形成事業】（１／２）

対象：盛岡市（岩手県）

内閣府 民間資金等活用事業推進室

PPP／PFIの推進に向けて、県内の行政、経済団体、金融機関が集まり、PPP／PFI事業のノウハウ取得と案件形成能力の向上を図り、地元事業者の事業関
与につなげることを目的として、平成３０年８月２４日に「鳥取県ＰＰＰ／ＰＦＩ推進地域プラットフォーム」を設置。県及び県内全ての地方公共団体を対象とする広
域的な地域プラットフォームを形成し、市域を超えたPPP/PFI事業の形成や、多くの民間企業の参画による多様なPPP/PFI事業を創出していくことを目指す。

平成30年度 鳥取県域における広域型PPP/PFI地域プラット

フォーム形成・運営に関する調査検討支援業務（１/２）
対象：鳥取県及び県内全市町村

内閣府 民間資金等活用事業推進室

地域プラットフォーム設置の目的

背景・課題と活動目的 30年度実施体制

鳥取県ＰＰＰ／ＰＦＩ推進地域プラットフォーム会議

行政 県及び県内全ての市町村

経済

団体

各商工会議所、県商工会連合会、県中小企

業団体中央会、鳥取県建設業協会、鳥取県

管工事業協会、鳥取県造園建設業協会、鳥

取県電業協会、鳥取県建築士事務所協会、

鳥取県ビルメンテナンス協会

金融

機関

県内各金融機関、日本政策投資銀行松江事

務所

鳥取県ＰＰＰ／ＰＦＩ推進地域プラットフォーム
セミナー

鳥取県ＰＰＰ／ＰＦＩ推進地域プラットフォーム
セミナー

自治体向け地域プラットフォーム自治体向け地域プラットフォーム

金融機関向け地域プラットフォーム金融機関向け地域プラットフォーム

背景

• 鳥取県及び県内市町村において、PFI
事業実施件数は１件。

• ＰＰＰ／ＰＦＩ優先的検討方針（鳥取県）
の策定と浸透。

• 県及び複数の都市にて、PFI手法
導入の決定や検討の開始。

背景

• 鳥取県及び県内市町村において、PFI
事業実施件数は１件。

• ＰＰＰ／ＰＦＩ優先的検討方針（鳥取県）
の策定と浸透。

• 県及び複数の都市にて、PFI手法
導入の決定や検討の開始。

県内事業者における課題

• ＰＦＩ手法への関心を高めることが必要。
• ＰＰＰ／ＰＦＩに関するノウハウが必要。
• 情報を交換するネットワークが必要。

• 単一事業の競争を超えて、地域産業の
発展を検討していく場が必要。

県内事業者における課題

• ＰＦＩ手法への関心を高めることが必要。
• ＰＰＰ／ＰＦＩに関するノウハウが必要。
• 情報を交換するネットワークが必要。

• 単一事業の競争を超えて、地域産業の
発展を検討していく場が必要。

行政における課題

• ＰＰＰ／ＰＦＩに関するノウハウが必要。
• 検討する実施体制を整えることが必要。
• 情報を交換するネットワークが必要。

• 地元産業の発展に寄与する仕組であ
ることが必要。

行政における課題

• ＰＰＰ／ＰＦＩに関するノウハウが必要。
• 検討する実施体制を整えることが必要。
• 情報を交換するネットワークが必要。

• 地元産業の発展に寄与する仕組であ
ることが必要。

活動目的

「ＰＰＰ／ＰＦＩのノウハウ取得と案件形成能
力の向上を図り、地元事業者の事業関与
につなげる」

活動目的

「ＰＰＰ／ＰＦＩのノウハウ取得と案件形成能
力の向上を図り、地元事業者の事業関与
につなげる」

地域プラット
フォーム

【鳥取県域の推進力】



平成28年度PPP/PFIに関する支援 地域プラットフォーム形成支援
【盛岡市官民連携プラットフォーム形成事業】（１／２）

対象：盛岡市（岩手県）

内閣府 民間資金等活用事業推進室

平成30年度 鳥取県域における広域型PPP/PFI地域プラット

フォーム形成・運営に関する調査検討支援業務（２/２）
対象：鳥取県及び県内全市町村

内閣府 民間資金等活用事業推進室

具体の実施内容 新規案件形成支援

31年度活動計画

【実施の成果】

Ｑ．「本年度のプラットフォームを
通じて、ＰＰＰ／ＰＦＩに関する
関心は高まりましたか？」

複数の県有施設から県と共に事業を割出複数の県有施設から県と共に事業を割出

文化財課に対するPPP/PFIのインプット文化財課に対するPPP/PFIのインプット

優先的検討方針に従い第一次検討の準備優先的検討方針に従い第一次検討の準備

課題の抽出及び関係機関との調整課題の抽出及び関係機関との調整

簡易ＶＦＭ計算のためのサポート簡易ＶＦＭ計算のためのサポート

県有施設・資産有効活用戦略会議県有施設・資産有効活用戦略会議

青谷上寺地史跡公園整備事業を選定青谷上寺地史跡公園整備事業を選定

県としてPFI手法を有効と評価（第一次検討）県としてPFI手法を有効と評価（第一次検討）

ＰＦＩ導入可能性調査を実施予定ＰＦＩ導入可能性調査を実施予定

○鳥取県PPP/PFI推進地域プラットフォーム
の運営

○地域プラットフォームセミナーの開催
○各機関に対するノウハウ・情報の提供
○その他PPP/PFI推進のための事業

県内におけるＰＰＰ／ＰＦＩ事業の
推進を図る

県内におけるＰＰＰ／ＰＦＩ事業の
推進を図る

第１回セミナー （H30.8.24) 第２回セミナー（H30. 11.7） 第３回 セミナー（H31.1.16）

狙
い

・PPP/PFIに関する理解促進
・参加者の積極的な姿勢を導出

【第1回全体会議を開催】

・先行事例の理解（地元の参画）
・身近な事業の理解（少額事業）

・地域プラットフォームの意義
・次年度以降の継続参加の促進

【第2回全体会議を開催】

プ
ロ
グ
ラ
ム

【講演】
●地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの意義(内閣府)
●地元企業の関わり方（PwC）
●福岡市でのPFI取組事例（福岡

市美術館、ほか）
●鳥取市におけるPPP/PFIの

取組み（鳥取市）
●PPP/PFI事業説明（鳥取県）

【案件別意見交換会】
●美術館、発電施設、庁舎PFI

事業に関する個別応対(鳥取県)

【講演】
●多様化するPPP/PFI手法、ほか

（ＰＦＩ推進機構）
●「ローカルファースト」がＰＦＩ事業

を実現する（亀井工業）

【パネルディスカッション】
～地元企業のPFI事業への参画,
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽとしてのPPP/PFI～
●パネリスト（PFI機構、DBJ、

亀井工業、大宮クロスポイント）
●コーディネーター（PwC）

【報告】
●次年度活動方針に関する報告
（鳥取県）

【講演】
●多様な官民連携事業とその可

能性（日本PFI・PPP協会）
●PFI 何が重要か？（PwC）
●PFI事業への取組み
～経験のお裾分け～（藤井組）
●地域の取組みについて

（福岡銀行）

参
加
者

行政、経済団体、金融機関、民間
事業者あわせて、約１００名
（当日参加含む）

行政、経済団体、金融機関、民間
事業者あわせて、約１００名
（当日参加含む）

行政、経済団体、金融機関、民間
事業者あわせて、約７０名
（当日参加含む）

自治体向け地域プラット
フォームを開催（ 21名 ）
自治体向け地域プラット
フォームを開催（ 21名 ）

金融機関向け地域プラット
フォームを開催（ 5 団体 ）
金融機関向け地域プラット
フォームを開催（ 5 団体 ）

金融機関向け地域プラット
フォームを開催（ 8 団体）

金融機関向け地域プラット
フォームを開催（ 8 団体）

1.とても関心が

高まった
25%

2.関心が高

まった
67%

3.関心は高まら

なかった
8%

約９２％の参加者の
機運醸成に貢献

約９２％の参加者の
機運醸成に貢献


